
令和６年度第２回春日井市道風記念館運営協議会議事要旨 

 

１ 開催日時  令和７年３月 25日（火）午後２時～午後３時 

 

２ 開催場所  道風記念館 展示室兼会議室 

 

３ 出 席 者  会 長 安達健治 

委 員 川本操代 

後藤清勝 

野田晴義 

日比野典子 

水谷栄太郎 

    山本祐子 

        いきがい創生部長    塚本滋 

        文化スポーツ振興課長  田中芳樹 

        道風記念館館長     白石大介 

          上席学芸員     落合哲 

             主査     鈴川宏美 

             主事     石井彩由美 

        傍聴者 なし 

欠 席 者  委 員 武内峰敏 

長谷川智 

 

４ 議  題  ⑴ 令和７年度事業計画について 

        ⑵ 令和８年度開館 45周年記念事業について 

⑶ その他 

 

 



５ 会議資料  ⑴ 令和７年度事業計画について 

        ⑵ 令和８年度開館 45周年記念事業について 

        ⑶ 令和６年度来館者アンケート集計結果 

 

６ 会議内容 

 ⑴ 部長あいさつ 

 ⑵ 会長選出 

 ⑶ 会長あいさつ 

 ⑷ 職務代理者指名  

 ⑸ 議事 

 

７ 議事内容 

⑴ 令和７年度事業計画について 

   令和７年度事業計画について説明した。次のような質疑応答・意見があっ

た。 

後藤委員  ・企画展「藤田蒼碩」で展示する作品を探しているとの説明

があったが、藤田蒼碩の書き下ろしの作品を所有している。 

野田委員  ・藤田蒼碩の作品は古い学校の校長室とかにもあると思う。

あたってみてはどうか。 

水谷委員  ・企画展、館蔵品展、特別展の細かな違いは何か。 

事務局   ・館蔵品展は館蔵資料を紹介する機会。企画展、特別展は外

部から借用展示することが多い。特に特別展では価値の高

いものを展示する。 

水谷委員  ・館蔵品展「書の魅力」などは書の楽しみ方や見方を教えて

くれるようなシリーズ展であり、長年継続してよいと思う。

長い年月、展覧会を企画・開催していくことはなかなか難

しいと考える。展覧会の企画をどうしているのか。今後の

展覧会の展望について、どう考えているか。 



事務局   ・毎回、異なるテーマで館蔵品展を企画していくのは難しい

が、年３回、なんとかこなしている。鑑賞の方法を伝える

館蔵品展「書の魅力」は年に１回開催で約 10 年継続して

おり、展示内容は異なるが、タイトルを変更していない。

変更を検討しているが、わかりやすいタイトルであるから

か、本展の注目度・人気は高い。 

安達会長  ・いつも様々なテーマを設定しており、よく工夫していると

感心している。2,000点ほどの館蔵作品をいかに均等に展

示していくかを計画することは大変なことだと感じる。何

か委員の中で良い案はあるか。 

野田委員  ・熱心な来館者の意見を聞いてみることも一案かと思う。展

示品解説の参加者などのニーズを把握するなどするとよ

いのではないか。 

山本委員  ・限られた資料・作品の中でも展覧会テーマがバラエティに

富んでおり、レベルが高い。人員が少ないため、すべての

展覧会に全力投球は難しい。館蔵品展「書の魅力」は、看

板展覧会となっているように感じる。続けていくのも方法

の一つ。 

・また、展覧会のみだけでなく、収集・整理も大切である。

資料の収集・整理をすることによって、新しい展覧会のア

イデアが出てくることもあるため、組織全体でそういった

時間も取れるように配慮していただきたい。 

・現在開催中の展示のチラシも良いが、昨年度のチラシも

とてもよかった。これからも楽しみにしている。 

 

⑵  令和８年度開館 45周年記念事業について 

   令和８年度開館 45周年記念事業について説明した。次のような質疑応答・

意見があった。 



水谷委員  ・当年だけではなく、何年かかけて準備を行う事業であるた

め、計画的な予算編成など、考慮していただきたい。 

安達会長  ・部長や課長にあたっては、当該年度予算だけでなく、次年 

度分の準備予算も考慮していただきたい。 

⑶  その他 

  令和６年度中に回収したアンケートの集計報告と、ＪＲ東海との連携事業

である「さわやかウォーキング」の開催決定の報告を行った。 

山本委員  ・一ファンからの要望として、大きな課題ではあるが、交通

手段を改善していただきたい。また、改築などを行う際に

すてきなカフェを併設できるとよいと思う。カフェがある

ことで来館層が変わるように思う。現在行われている展覧

会のクイズカードは、先ほども子どもが手に取って楽しそ

うにチャレンジしている様子が見られた。夏休みもそうだ

が、このような工夫はよいと思う。 

野田委員  ・アンケート結果からも記念館が努力しているところを拝見

できたが、以前春日井市民会館のハンドベルのコンサート

に参加したところ、配付資料の中に道風記念館の展覧会チ

ラシとともに、書のまち春日井とのコラボレーションチラ

シが見られ、よく宣伝していると感じた。ＹｏｕＴｕｂｅ

でも紹介されており、素晴らしいと思う。動画を作るにも

予算がかかるはずであるため、予算を切らないでいただき

たい。 

山本委員  ・インバウンド効果の影響で、海外からの旅行客が増加して

いるが、書の体験は海外からの旅行客の人気が高い。その

ため、書の体験ができるコーナーを作るのはどうか。 

安達会長  ・春日井市に訪れる外国人客や、春日井市をあげて行われる

イベントでは、書の体験が行われている。名古屋ウイメン

ズマラソン等、書に関係のないイベントでも書の体験コー



ナーを開設しており、好評である。他の行事でも積極的に

開設していただきたい。 

事務局   ・名古屋ウイメンズマラソンの書の体験コーナーは東海テレ

ビからの提案だった。それ以外には、イーアス春日井での

イベントや春日井まつりでも書の体験ができるコーナー

を開設している。市内在住者でも、書にふれる機会が少な

い方がいるため、書の体験コーナーがあると、老若男女問

わず、書道を楽しんでいるようだ。体験をしていただくこ

とは大切だと考えているので、この活動は継続していきた

い。 

水谷委員  ・昨年の暮れに、他所で目の不自由な方向けの行事が開催さ

れ、その事業は好評だった。道風記念館でも検討してはど

うか。 

安達会長  ・書を振興をしていくには、その底辺を広げていったほうが

良いと思う。そのため、今までアプローチをしていなかっ

た層にも目を向けていく必要があるように思う。 

川本委員  ・自身も以前、夏のワークショップなどで道風記念館を手伝

っていたが、いつも同じような行事が開催されている気が

する。春日井市では、はにわを焼く行事を行っていると耳

にした。例えば書だけでなく焼き物のワークショップなど、

少しでも変わった行事を行ってみるもよいのではないか。 

安達会長  ・味美地区のはにわ祭りでは、はにわを野焼きしている。異

なったジャンルの行事に書を絡めるということも一つの

手であると思う。 

事務局   ・審議の内容をふまえて今後の事業を展開していきたい。次

年度も８月・３月に運営協議会を予定している。委員の

方々には、今後も様々なご意見をいただきたいので、ご協

力をお願いしたい。 



 

以上のとおり春日井市道風記念館運営協議会の議事の経過及びその結果

を明確にするために、この議事要旨を作成し会長及び出席委員１名が署名す

る。 

 

令和 ７ 年 ４月 １５日 

 

 

                 会 長   安  達  健  治 

 

 

                 委 員   野  田  晴  義 

 


